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第
四
十
五 

  
 

黒
澤
村 

   
 
 
 
 

一 
  

黒
澤
貞
次
郎
と
い
う
人
物
は
高
峰
譲
吉
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。 

 

高
峰
は
消
化
酵
素
「
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
」、〝
興
奮
ホ
ル
モ
ン
〞

と
も
呼
ば
れ
る
副
腎
髄
質
ホ
ル
モ
ン
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
な
ど
の
発

見
で
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
園
に
、
日
本
か
ら

持
ち
込
ん
だ
桜
の
木
を
植
え
、
春
に
な
る
と
サ
ク
ラ
・
マ
ツ
リ
を
催

し
た
。 

 

知
り
合
っ
た
の
は
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）、
日
本
に
帰
国

す
る
船
の
中
で
あ
る
。 

 

出
会
っ
た
と
き
高
峰
は
四
十
七
歳
、
黒
澤
は
二
十
六
歳
だ
っ
た
。

高
峰
は
生
化
学
者
と
し
て
国
際
的
な
名
声
を
獲
得
し
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
の
酒
造
会
社
パ
ー
ク
デ
ヴ
ィ

ス
社
の
顧
問
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
醸
造
す
る
際
の
酵
母
の

技
術
を
指
導
す
る
か
た
わ
ら
、
現
地
に
「
高
峰
研
究
所
」
を
開
設
し

て
い
た
。 

 

一
方
の
黒
澤
は
、
世
の
中
に
誇
り
得
る
実
績
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
。

志
だ
け
を
矜
持
と
す
る
一
介
の
青
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

お
そ
ら
く
黒
澤
は
高
峰
に
、
日
本
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
販
売
す

る
こ
と
の
意
義
―
―
よ
り
多
く
の
庶
民
が
た
や
す
く
小
学
教
育
を
享

受
で
き
る
よ
う
、
漢
字
を
廃
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
自
論
も
含
め

て
―
―
を
熱
弁
し
た
。
こ
う
し
て
何
回
か
言
葉
を
交
わ
す
う
ち
、
高

峰
は
こ
の
青
年
の
生
意
気
さ
が
気
に
入
っ
た
ら
し
い
。 

 

そ
こ
で
高
峰
は
、 

 

「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
も
い
い
が
、
私
が
発
明
し
た
胃
薬
も
売
ら
な

い
か
ね
」 

 

と
黒
澤
に
持
ち
か
け
た
。 

 

「
日
本
人
は
胃
腸
が
弱
く
て
、
何
か
と
い
う
と
腹
を
こ
わ
し
て
い

る
。
そ
れ
で
は
欧
米
に
勝
て
な
い
」 

 

植
物
と
魚
介
類
に
慣
ら
さ
れ
た
日
本
人
の
胃
腸
は
、
牛
豚
の
蛋
白

質
と
脂
肪
を
消
化
し
切
れ
な
か
っ
た
。
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
が
日
本

人
の
体
力
を
欧
米
人
並
に
強
く
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
の
気
が
あ
れ
ば
、
塩
原
又
策
を
紹
介
し
よ
う
、
と
い
う
の
で
あ

る
。 

 
高
峰
は
二
年
前
、
塩
原
と
共
同
で
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
販
売
を

行
う
合
資
会
社
「
三
共
商
店
」
を
大
阪
に
設
立
し
て
い
た
。
東
京
に

販
売
店
を
持
ち
た
い
と
塩
原
は
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

黒
澤
は
理
解
が
早
く
、
思
考
が
柔
軟
だ
っ
た
。
銀
座
に
開
い
た
ば

か
り
の
黒
澤
貞
次
郎
商
会
の
店
頭
に
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
タ
カ
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ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
が
並
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 
事
務
能
率
増
進
運
動
で
、
黒
澤
の
事
業
は
順
調
に
拡
大
し
た
。
そ

の
た
め
、
弥
左
衛
門
町
の
店
が
手
狭
ま
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
黒
澤
は

一
九
〇
七
年
、
東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
二
丁
目
二
百
十
三
番
地
に
土

地
を
求
め
て
本
社
を
移
す
と
と
も
に
、
二
年
後
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
・
三
階
建
て
の
本
社
ビ
ル
を
建
設
し
た
。
こ
の
ビ
ル
は
関
東
大

震
災
の
火
災
に
あ
っ
た
も
の
の
焼
け
残
り
、
不
思
議
な
こ
と
に
第
二

次
大
戦
末
期
の
空
襲
で
も
生
き
残
っ
た
。 

 

銀
座
六
丁
目
に
本
社
の
用
地
を
購
入
す
る
際
、
地
主
は
黒
澤
を
信

用
し
な
か
っ
た
。 

 

「
な
ら
ば
、
対
価
は
現
金
で
支
払
お
う
」 

 

と
い
っ
て
も
首
を
た
て
に
ふ
ら
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
こ
と
を
聞
い
た
高
峰
譲
吉
は
、
千
葉
県
野
田
の
豪
商
・
茂
木

佐
平
治
（
文
吉
）
に
話
を
持
ち
か
け
、
茂
木
が
黒
澤
の
保
証
人
と
な

っ
た
（「
茂
木
」
は
「
も
て
ぎ
」
と
読
む
）。 

 

だ
け
で
な
く
、
茂
木
の
縁
者
で
あ
る
北
川
家
が
黒
澤
に
資
金
を
提

供
も
し
た
。
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
原
料
が
醤
油
の
醪
（
も
ろ
み
）

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
峰
は
茂
木
と
懇
意
な
関
係
に
あ
っ
た
。 

 

茂
木
左
平
治
と
い
え
ば
、「
茂
木
八
家
」
と
称
さ
れ
る
北
総
き
っ

て
の
豪
商
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
十
年
の
の
ち
、「
野
田
醤
油
」
を

興
す
人
物
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
い
う
と
、
こ
れ
が
縁
で
黒
澤
は
茂
木
左
平
治
と
も
親
交
を

結
び
、
そ
の
娘
・
ま
つ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
小
森
家
、
そ
の
縁
者
で
佐

原
の
名
家
・
北
川
家
と
も
縁
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。 

 

第
二
次
大
戦
後
、
連
合
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
配
下
の
パ
ン
チ

カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
部
隊
お
よ
び
、
ア
メ
リ
カ
在
日
空
軍
立
川
基
地

の
電
算
処
理
業
務
を
通
じ
て
多
く
の
人
材
を
養
成
し
た
北
川
宗
助
は
、

小
森
ま
つ
の
実
子
、
す
な
わ
ち
茂
木
左
平
治
の
外
孫
で
あ
る
。
北
川

家
の
養
子
と
な
り
、
長
じ
て
茂
木
、
高
峰
、
黒
澤
の
関
係
で
黒
澤
貞

次
郎
商
店
に
入
っ
た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
帰
る
船
の
中
で
た
ま
た

ま
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
高
峰
や
茂
木
が
の
ち
の
ち
こ
れ
ほ

ど
の
親
交
を
持
っ
た
の
は
、
黒
澤
と
い
う
人
物
の
魅
力
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

 

と
も
あ
れ
、
明
治
の
人
間
の
関
係
は
濃
厚
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

黒
澤
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）、
東
京
・
銀
座
の
松
屋
デ

パ
ー
ト
前
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
三
階
建
て
の
、
当
時
と
し
て

は
斬
新
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
自
ら
設
計
・
施
工
し
て
完
成
さ
せ
て
い

る
。「
黒
澤
貞
次
郎
商
店
」
の
名
を
「
黒
澤
商
店
」
に
改
め
た
の
は
、

こ
の
と
き
だ
っ
た
。 

 

現
在
に
残
る
黒
澤
商
店
本
社
ビ
ル
の
写
真
を
見
る
と
、
二
階
と
三
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階
の
間
に
「
業
務
用
器
械
」「
黒
澤
商
店
」「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 

Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
の
文
字
が
横
書
き

で
穿
た
れ
て
い
る
。
そ
の
規
模
は
、
個
人
商
店
の
も
の
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
立
派
な
外
観
で
あ
る
。 

 

そ
の
か
た
わ
ら
蒲
田
新
宿
町
に
、
や
は
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

自
社
工
場
二
棟
を
建
設
し
、
こ
こ
で
事
務
機
器
・
用
品
を
生
産
し
た
。

「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
い
う
だ
け
で
、
珍
し
が
ら
れ
た
時
代
だ

っ
た
。
蒲
田
工
場
で
生
産
し
た
の
は
、
お
お
が
か
り
な
機
械
装
置
で

は
な
か
っ
た
。 

 

ゼ
ム
・
ク
リ
ッ
プ
や
複
写
用
の
カ
ー
ボ
ン
紙
、
書
類
フ
ァ
イ
ル
、

ル
ー
ズ
リ
ー
フ
と
い
っ
た
事
務
用
品
が
中
心
で
あ
っ
て
、
一
部
に
機

械
生
産
を
取
り
入
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
家
内
制
手
工
業
の
域
を
出

て
い
な
か
っ
た
。 

 

そ
う
し
た
事
務
用
の
小
物
や
用
品
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
物
品
を
輸
入
し
た
際
、
同
梱
さ
れ
て
い
た
説
明
書
や
伝
票
に
付

い
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
初
め
て
そ
れ
を
見
た
と
き
、
黒
澤
商
店
の

従
業
員
は
使
い
方
が
分
か
ら
ず
、
出
荷
元
に
問
い
た
だ
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
事
務
機
械
の
貿
易
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
、
図
ら
ず
も
欧
米

に
お
け
る
先
進
の
事
務
用
品
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
関
東
大
震
災
が
黒
澤
に
窮
地
を
も
た
ら
し
た
。 

 

震
災
で
黒
澤
は
東
京
・
蒲
田
の
工
場
を
失
い
、
本
社
も
火
災
に
あ

っ
た
。
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
鉄
筋
の
ビ
ル
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す

べ
て
の
資
産
を
灰
に
し
た
が
、
ビ
ル
が
残
っ
た
。
こ
の
と
き
黒
澤
商

店
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
販
売
を
担
当
し
て
い
た
八
城
勘
二
（
の
ち

「
日
本
事
務
器
商
会
」
に
移
籍
）
は
、 

  

わ
れ
わ
れ
は
、
震
災
で
不
明
に
な
っ
た
顧
客
の
所
在
を
つ
き
と
め

る
の
に
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
震
災
で
受

け
た
黒
澤
社
長
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
す
ぎ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
い
る

に
も
い
づ
ら
い
状
況
だ
っ
た
。 

  

と
語
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
支
配
人
だ
っ
た
田
中
啓
次
郎
（
の
ち
「
日
本
事
務
器
商
会
」

を
創
業
）
は
、 

  

冷
静
に
復
興
の
目
処
を
立
て
る
に
し
て
は
被
害
が
大
き
く
、
打
撃

が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
た
。
こ
う
な
る
と
従
業
員
を
か
か
え
て
い

る
の
は
、
店
主
と
し
て
大
き
い
負
担
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
り

わ
け
高
給
者
ほ
ど
負
担
が
大
き
い
。
店
主
が
そ
う
し
た
負
担
を
感
じ

て
い
る
こ
と
は
、
直
接
間
接
に
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
達
す
る
の
だ
っ
た
。 

  
と
回
想
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
こ
と
は
『
日
本
事
務
器
株
式
会
社
七
十
五
年
史
』
に
見
え

て
い
る
。 
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三 
  

震
災
か
ら
ほ
ど
な
く
、
日
本
銀
行
を
窓
口
に
一
億
円
規
模
の
「
震

災
手
形
割
引
損
失
補
償
」
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
周
囲
の
励
ま
し
も
あ

っ
て
、
黒
澤
は
再
起
を
決
意
し
た
。
従
業
員
総
出
で
銀
座
の
本
社
ビ

ル
を
清
掃
し
、
内
装
を
改
め
、
並
行
し
て
蒲
田
に
自
ら
設
計
施
工
に

よ
る
新
工
場
を
再
建
し
た
。
新
工
場
は
一
九
二
六
年
に
完
成
し
た
が
、

た
だ
モ
ノ
を
生
産
す
る
場
所
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

敷
地
の
内
に
は
、
食
堂
、
浴
室
、
購
買
部
を
含
む
従
業
員
向
け
の

福
利
厚
生
建
物
、
車
庫
、
変
電
所
、
ポ
ン
プ
室
、
材
料
倉
庫
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
社
宅
、
池
、
児
童
プ
ー
ル
、
貯
水
池
、
給
水
塔
、
水

道
設
備
な
ど
が
装
備
さ
れ
、
自
衛
の
消
防
団
ま
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。 

 

従
業
員
の
生
活
に
か
か
わ
る
一
切
を
企
業
が
用
意
す
る
と
い
う
の

は
、
当
時
は
よ
ほ
ど
珍
し
か
っ
た
と
見
え
て
「
黒
澤
村
」
と
い
う
呼

称
が
つ
い
た
。 

 

森
村
開
作
、
市
左
衛
門
父
子
と
同
様
、
黒
澤
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
っ
て
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
充
実
す
る
こ
と
、
社
会
に
利
益
を

還
元
す
る
こ
と
が
、
成
功
し
た
事
業
家
の
つ
と
め
、
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
た
。 

 

の
ち
に
大
工
場
が
同
じ
こ
と
を
や
っ
た
の
は
従
業
員
を
確
保
す
る

こ
と
と
、
生
活
の
隅
々
に
ま
で
軍
隊
的
組
織
を
浸
透
さ
せ
て
運
命
共

同
体
的
意
識
を
持
た
せ
る
の
が
ね
ら
い
だ
っ
た
か
ら
、
質
的
に
は
大

い
に
異
な
る
。 

 

事
業
の
再
建
で
は
、
ま
ず
冷
徹
果
敢
に
支
配
人
田
中
以
下
の
高
給

者
の
退
職
を
促
し
て
―
―
田
中
や
八
城
の
述
懐
で
は
、
店
の
こ
と
を

思
っ
て
退
職
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
黒
澤
の
立
場
で
は
全
く

別
の
表
現
に
な
る
―
―
負
担
を
軽
減
し
、
他
方
で
は
ア
メ
リ
カ
式
の

カ
タ
ロ
グ
販
売
で
受
注
を
増
や
し
て
い
っ
た
。 

 

店
が
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
の
す
べ
て
を
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と

関
連
器
具
」「
近
代
事
務
用
機
械
」「
文
書
の
記
録
と
整
理
」
に
分
類

し
、
三
種
の
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
し
て
取
引
先
に
配
布
し
た
。 

 

こ
れ
だ
と
取
引
先
は
、
何
か
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
カ
タ
ロ
グ

か
ら
商
品
と
値
段
を
確
認
し
て
注
文
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ん

に
ち
、
事
務
器
や
文
具
、
家
電
製
品
の
販
売
で
カ
タ
ロ
グ
が
重
き
を

占
め
て
い
る
の
は
、
黒
澤
商
店
の
成
功
が
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
と
昭
和
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
た
の
は

黒
澤
商
店
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
森
村
組
も
同
様
に
、
重
大
な
打
撃

を
受
け
て
い
た
。
こ
の
た
め
七
代
目
市
左
衛
門
は
一
九
二
六
年
、
森

村
組
の
業
務
を
日
本
陶
器
に
統
合
し
、
翌
年
に
は
森
村
銀
行
を
三
菱

銀
行
に
売
却
し
て
事
業
を
再
編
し
た
。 

 
貿
易
業
や
金
融
業
は
明
治
の
黎
明
期
を
脱
し
、
三
井
、
三
菱
、
住

友
と
い
っ
た
巨
大
資
本
が
な
す
べ
き
事
業
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
見
抜

い
て
い
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
製
統
計
会
計
機
械
装
置
の
営
業
権
を
黒
澤
商
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店
に
譲
渡
し
た
の
は
そ
の
一
環
だ
っ
た
。 

 
一
九
二
六
年
十
二
月
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
―
―
正
確
に
言
え
ば
、
そ
の
二

年
前
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ

ー
ン
ズ
」
に
社
名
を
変
更
し
て
い
た
―
―
の
副
社
長
ブ
レ
ト
マ
イ
ヤ

ー
が
来
日
す
る
と
、
森
村
市
左
衛
門
は
代
理
店
契
約
の
打
ち
切
り
を

申
し
出
る
と
と
も
に
、
黒
澤
貞
次
郎
を
紹
介
し
た
。 

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
山
が
事
前
に
根
回
し
を
済
ま
せ
て
あ
っ
た
と

見
え
て
、
ブ
ト
マ
イ
ヤ
ー
は
責
任
契
約
高
条
項
に
つ
い
て
「
不
問
」

と
し
、
既
存
の
日
本
陶
器
、
三
菱
造
船
を
含
む
全
営
業
権
を
黒
澤
商

店
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。 

 

三
社
の
合
意
文
書
は
、
東
京
・
日
比
谷
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
調
印
さ

れ
た
。
契
約
解
除
文
書
に
ブ
レ
ト
マ
イ
ヤ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。 

 

私
ど
も
は
、
貴
社
が
過
去
に
お
い
て
、
当
社
の
た
め
に
な
し
た
一
切

お
よ
び
、
個
人
的
に
小
生
に
尽
さ
れ
た
御
好
意
に
た
い
し
大
い
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

  

森
村
商
事
か
ら
黒
澤
商
店
へ
の
営
業
権
移
譲
は
円
滑
に
行
わ
れ
た
。 

新
し
い
契
約
は
一
九
二
七
年
一
月
に
発
効
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
出
資
で

「
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
る
一

九
三
七
年
六
月
ま
で
、
国
内
に
お
け
る
ホ
レ
リ
ス
式
パ
ン
チ
カ
ー
ド

統
計
会
計
機
械
装
置
の
販
売
は
、
黒
澤
商
店
が
担
う
こ
と
に
な
る
。 

 

す
で
に
五
十
歳
の
声
を
聞
い
て
い
た
黒
澤
貞
次
郎
に
は
、
失
敗
が

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
バ
ロ
ー
ス
社

と
契
約
し
て
金
銭
登
録
機
や
会
計
機
の
販
売
を
開
始
し
て
い
た
し
、

本
人
が
バ
ロ
ー
ス
社
の
機
械
を
使
っ
て
従
業
員
の
給
与
を
計
算
し
て

い
た
た
め
、
統
計
会
計
機
械
装
置
の
効
用
に
理
解
が
あ
っ
た
。
同
社

と
バ
ロ
ー
ス
社
と
の
関
係
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
に
日
米
が
開
戦

す
る
ま
で
続
い
て
い
る
。 

 

森
村
開
作
か
ら
の
申
し
出
に
応
じ
た
の
は
、「
最
後
の
賭
け
」
の

つ
も
り
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
森
村
商
事
か
ら
Ｃ
Ｔ
Ｒ

社
の
統
計
会
計
機
械
装
置
の
営
業
権
を
引
き
継
ぐ
に
当
た
っ
て
は
、

Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
に
「
一
年
間
に
五
台
」
と
い
う
契
約
条
項
を
削
除
さ
せ
る

な
ど
、
実
業
家
と
し
て
の
し
た
た
か
さ
も
発
揮
し
て
い
る
。 

 

余
談
だ
が
、
東
京
・
銀
座
の
黒
澤
商
店
本
社
ビ
ル
は
第
二
次
大
戦

の
空
襲
で
も
焼
け
な
か
っ
た
。
終
戦
後
、
連
合
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
に
接
収
さ
れ
、
国
際
赤
十
字
社
の
本
部
と
し
て
使
わ
れ
た
。
一

九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
）
二
月
に
接
収
が
解
除
さ
れ
、
改
修
は
十

二
月
に
終
了
し
た
。 

 
黒
澤
商
店
と
し
て
業
務
を
再
開
し
た
矢
先
、
一
九
五
三
年
（
昭
和

二
十
八
）
一
月
、
自
宅
に
年
賀
に
訪
れ
た
人
の
接
客
中
に
倒
れ
た
。

脳
溢
血
だ
っ
た
。
享
年
七
十
八
。 

 

死
後
、
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
た
。 
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黒
澤
は
一
時
代
前
の
成
金
的
実
業
家
の
発
想
を
、
つ
い
に
持
つ
こ

と
が
な
か
っ
た
。
独
創
的
な
手
法
で
事
務
用
機
械
の
市
場
を
切
り
開

い
た
立
身
出
世
の
実
業
家
と
し
て
歴
史
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

黒
澤
の
死
後
も
黒
澤
商
店
は
輸
入
事
務
機
器
の
販
売
で
堅
調
に
事

業
を
継
続
し
た
。
だ
け
で
な
く
、
蒲
田
工
場
の
一
角
に
設
け
た
研
究

所
で
「
ペ
ー
ジ
式
印
刷
電
信
機
」
を
製
品
化
し
た
。
現
在
の
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
の
原
型
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
母
体
と
な
っ
て
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
）
二
月
、
資

本
金
一
億
円
で
「
黒
沢
通
信
工
業
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
一
九

七
〇
年
四
月
に
は
受
託
計
算
サ
ー
ビ
ス
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
行

う
「
株
式
会
社
ク
ロ
サ
ワ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。 

 

ち
な
み
に
黒
澤
が
建
て
た
黒
澤
商
店
本
社
ビ
ル
は
、
現
在
も
あ
る
。

た
だ
し
、
老
朽
化
し
た
た
め
再
建
さ
れ
、
一
階
に
オ
ー
ダ
ー
紳
士
服

で
有
名
な
「
英
国
屋
」
が
入
っ
て
い
る
。（
筆
者
注
：
二
〇
〇
四
年

時
点
の
情
報
） 

 

ま
た
、
東
京
・
蒲
田
の
「
黒
澤
村
」
敷
地
は
、
の
ち
に
富
士
通
が

買
い
上
げ
て
、
こ
こ
に
ソ
フ
ト
技
術
者
の
研
修
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。「
蒲
田
シ
ス
テ
ム
ラ
ボ
ラ
ト
リ
」（
富

士
通
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
）
の
名
を
あ
げ
れ
ば
、
お
お
ま
か

な
場
所
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

高
峰
譲
吉 
た
か
み
ね
・
じ
ょ
う
き
ち
／
１
８
５
４
〜
１
９
２
２
。
金
沢
藩

医
高
峰
精
一
の
長
男
に
生
ま
れ
、
工
部
大
学
校
を
出
て
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス

ゴ
ー
大
学
に
留
学
し
た
。
帰
国
し
て
農
商
務
省
に
入
り
清
酒
や
醤
油
の
醸
造

技
術
を
研
究
す
る
中
で
酵
母
と
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
を
発
見
し
た
。
の
ち
ア
メ
リ

カ
国
籍
を
取
得
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
没
し
た
。 

ア
ナ
ー
バ
ー 

A
nn A

rbor
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
南
東
部
に
位

置
す
る
。
一
八
二
四
年
に
誕
生
し
た
開
拓
の
町
で
、
そ
の
名
は
最
初
に
入
植

し
た
二
組
の
夫
婦
の
妻
が
「
ア
ン
」「
マ
リ
ー
ア
ン
」
だ
っ
た
こ
と
と
、
産
出

し
た
ブ
ド
ウ
の
種
類
が
「
ア
ー
バ
ー
」
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
パ
ー

ク
デ
ヴ
ィ
ス
社
は
最
初
、
ワ
イ
ン
を
生
産
し
て
い
た
が
、
高
峰
譲
吉
の
研
究

成
果
を
生
か
し
て
製
薬
業
に
転
換
し
た
。 

塩
原
又
策 

し
お
ば
ら
・
ま
た
さ
く
／
１
８
７
７
〜
１
９
５
５
。
長
野
県
で

生
ま
れ
横
浜
で
育
っ
た
。
横
浜
に
本
社
を
置
い
た
大
谷
嘉
兵
衛
の
日
本
製
茶

会
社
に
勤
め
、
の
ち
大
谷
と
共
同
出
資
し
た
横
浜
絹
物
会
社
で
取
締
役
支
配

人
を
し
て
い
た
と
き
高
峰
譲
吉
と
懇
意
に
な
っ
た
。
一
九
〇
二
年
、
大
阪
に

三
共
合
資
会
社
を
設
立
し
一
三
年
株
式
会
社
に
改
組
し
て
高
峰
を
社
長
に
招

聘
し
た
。
近
代
製
薬
業
の
基
礎
を
作
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。 

千
葉
県
野
田 

千
葉
県
野
田
で
醤
油
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の 

は
、

古
く
戦
国
後
期
の
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
―
六
九
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。
伝
承

に
よ
る
と
「
飯
田
市
郎
兵
衛
」
の
先
祖
が
甲
斐
武
田
氏
に
豆
油
醤
油
を
納
め
、

「
川
中
島
御
用
溜
醤
油
」
と
称
し
た
と
い
う
。 

 

確
実
な
記
録
で
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
「
高
梨
兵
左
衛
門
」
と
い

う
人
が
醤
油
作
り
を
始
め
、
翌
年
に
「
茂
木
七
左
衛
門
が
味
噌
醸
造
を
始
め

た
」
と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
醤
油
は
菱
垣
廻
船
や
樽
回
船
で
関
西
か
ら
江
戸
に

運
ば
れ
て
い
た
が
、
野
田
の
醤
油
の
生
産
量
が
高
ま
る
の
に
つ
れ
て
そ
れ
に

取
っ
て
代
わ
っ
た
。 

 

高
梨
兵
左
衛
門
と
茂
木
佐
平
治
の
両
家
は
明
治
に
入
っ
て
「
野
田
醤
油
醸

造
組
合
」
を
結
成
し
、
併
せ
て
「
野
田
商
誘
銀
行
」
や
「
野
田
人
車
鉄
道
」

「
野
田
病
院
」
な
ど
を
設
立
し
て
地
域
の
振
興
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
間
、

同
じ
千
葉
県
の
銚
子
で
も
醤
油
作
り
が
始
ま
り
競
争
が
激
化
し
た
。
そ
こ
で

野
田
を
本
拠
と
し
て
い
た
高
梨
系
と
茂
木
系
の
醸
造
元
は
一
九
一
七
年
（
大

正
六
）、
大
合
同
し
て
「
野
田
醤
油
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
と
き
社

長
に
就
任
し
た
の
が
茂
木
七
郎
右
衛
門
で
あ
る
。
ま
た
二
百
以
上
も
あ
っ
た

商
標
の
う
ち
、
高
梨
家
の
「
甲
子
」（
き
の
え
ね
）
と
茂
木
家
の
「
亀
甲
萬
」

が
統
一
商
標
と
な
り
、そ
れ
が
こ
ん
に
ち
広
く
知
ら
れ
る「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
」

と
な
っ
て
い
る
。 

 

人
車
鉄
道 

レ
ー
ル
に
乗
っ
た
台
車
を
人
が
押
し
て
動
か
し
た
。
一
八
八

二
年
、
宮
城
県
仙
台
市
の
木
道
車
が
営
業
開
始
し
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。
人

車
軌
道
と
も
い
っ
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
全
国
に
十
四
箇
所
で
客
車
百
五
十
車

両
、
貨
車
五
百
車
両
を
数
え
、
年
間
四
十
六
万
人
の
旅
客
と
五
十
万
ト
ン
の

貨
物
を
運
ん
だ
。 

黒
澤
商
店
本
社
ビ
ル 

現
在
に
残
る
黒
澤
商
店
本
社
ビ
ル
の
写
真
を
比
較
す

る
と
、
森
村
商
事
本
社
ビ
ル
の
模
倣
で
あ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
黒
澤
貞

次
郎
は
起
業
家
の
先
人
と
し
て
森
村
市
太
郎
・
開
作
父
子
に
心
酔
し
て
い
た
。 
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